
34

一般選抜（Ａ日程）英語講評・解答例

EDIAN 2025．04．24－2
2025年度 入試問題集
210×297

講評
出題の意図■
高等学校で学習した英語の知識や運用力がどの程度身についているかを確認することが本試験の目的です。文法・英作
文・会話文・読解まで、幅広く学習しておくことが大切です。複雑な国際化が進んでいる今こそ「コミュニケーション能
力」が必要とされています。ただ会話の内容を考えるだけではなく、話している人たちの立場やその会話が行われている場
面・状況までもしっかり把握することが必要です。会話文特有の表現も使いこなせるようにしてください。
長文読解では論旨の展開を的確に読み取る力が必要とされます。ある程度の長さのある英文を、論旨は何か、主題は何か
ということを、段落ごとに区切って、考えながら読んでいきましょう。
次の①～⑥の項目についてさまざまな設問形式で出題します。
①長文読解（文脈を見据えた内容把握など）
②会話文読解（会話の流れの把握・会話定型表現の知識など）
③発音・アクセント
④文法・語彙・語法
⑤英語表現（語句整序）
⑥会話表現（短い会話の完成）

出題内容・解説■
出題日ごとに、正答率が低いものを中心に、解答のポイントを解説します。

「1月31日午後」
Ⅰ・Ａ・問2－（1） 正解は②。下線部（1）の thisは、直前の文章のはじめにある、“failure was not an option”、「失

敗という選択肢はない」という “philosophy”です。したがって、②の「失敗は絶対に許されない」と合致します。み
なさんの多くが選択された④、つまり「生きるか死ぬかは運の問題」というのは、前文の主節にある「彼らが生死に
関わる状況を扱っている」というところと似ているように見えますが、論理的に考えれば、間違いであることがわか
ります。

Ⅱ・問4－1 正解は①。“With Typhoon Dora is approaching,”の、isは不要なのです。これは、with＋独立分詞構文
の一種で、この場合、強いていえば「理由」を表します。みなさんの多くは、“…no choice but to…”の butが間違い
だと判断されましたが、ここの butは「を除いて」という前置詞ですので、「…以外に選択肢はない」という、正確な
表現です。

「2月1日午前」
Ⅱ・問4－1 正解は④。“I have to go to a bike shop to get it to fix”の、to fixは fixedとなるべきところです。

Get＋目的語＋doneは、（人に）［物］を…させる、してもらう、という使役の形です。「自転車を直してもらう」です。
get it to fixのままだと、それ（自転車）じたいが何かを fixすることになってしまいます。

「2月1日午後」
Ⅰ・Ｂ・問1－（1） 正解は③。Melanieの、「授業も教科書もみんな英語で、本当にうれしい」という発言に対して、

Tomoyaが「これを聞くとびっくりするかもしれないけど」と言います。「私もそう」（so am I）を入れると、そのあ
とのMelanieの「びっくり」（“I am”はつまり “I am surprised”）、とつながります。多くの皆さんは②の neither are
youを選ばれましたが、neitherは、前に否定の表現が出てくるときにしか使いませんし、意味もつながらなくなりま
す。

Ⅰ・Ｂ・問1－（2） 正解は④。直前の文は、「でも日本語は好き。とくに、あまり直接的に言わないところなんかが」
という意味ですから、④の “There’s an elegance to it”、「そこが上品」と続くのが自然です。あとの選択肢はすべて、
否定的な発言であり、意味がつながりません。

Ⅱ・問4－2 正解は①。“Last Sunday”、つまり過去のことを言っていますので、仮定法過去の形になるはずです。つま
り、“If the weather were better”ではなく、“If the weather had been better”となります。多くのみなさんは②の
many moreを選ばれましたね。たしかに、比較級を修飾するのはmuch、と覚えられたかもしれませんが、many
moreという用法も正しいのです。このmany moreは、たとえばある英和辞書に、「one more, two more, three
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moreなどの延長線上にあり、複数名詞を伴う」、と説明されています。後ろが不可算名詞の場合はmuch moreとな
ります。

Ⅱ・問5－1 語句の並べ替え問題です。“Artificial intelligence has drastically changed ②the way ⑤many types ③of
①jobs ④are done”.となります。

学習のポイント・アドバイス■
使役の表現は、よく試験に出されます。様々な形がありますので、整理して覚えておきましょう。試験に出るだけでなく、
日常的にもよく使う、たいへん便利な表現です。たとえば、get…fixedは知っておくととても便利ですから、I have to get
my bike fixed（自転車を修理してもらわなくちゃいけない）などの例文を、そのまま覚えておきたいですね。他にも、
I had my hair permed（髪にパーマをかけてもらった）とか、I had my wallet stolen（財布を盗まれた）なども記憶し
ておきたいです。Have, get以外にも、letやmakeを使った表現もあります。Letは容認（「自由に～させておく」）、make
は強制（「無理にでも～させる」）の表現ですので、こうした違いも整理しておきましょう。

解答例（一般選抜（Ａ日程）・英語）

④タ②タ④タ①タ
③ソ③ソ②ソ②ソ
⑤セ④セ⑤セ③セ
④ス③ス⑤ス①ス③ス④ス④ス③ス
①シ①シ③シ③シ①シ③シ⑤シ①シ
⑤サ③サ①サ①サ⑤サ①サ③サ②サ
①コ④コ③コ②コ①コ③コ③コ④コ
③ケ③ケ④ケ④ケ①ケ②ケ③ケ①ケ
③ク①ク①ク④ク④ク③ク②ク①ク
④キ②キ③キ④キ②キ④キ④キ②キ
①カ③カ②カ①カ④カ①カ③カ③カ
②オ②オ①オ②オ③オ②オ②オ③オ
④エ①エ④エ④エ④エ①エ④エ④エ
③ウ③ウ①ウ④ウ①ウ②ウ③ウ②ウ
①イ①イ①イ①イ④イ④イ③イ③イ
②ア④ア②ア②ア②ア③ア②ア④ア

ⅡⅠⅡⅠⅡⅠⅡⅠ

英語・選択－4英語・選択－3英語・選択－2英語・選択－1

2月1日午後2月1日午前1月31日午後1月31日午前
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2025年度 入試問題集
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一般選抜（Ａ日程）数学講評・解答例

講評
出題の意図■
高等学校で学習した内容を正しく理解できているかどうか、さらにそれらを活用できるかどうかを確認します。出題範囲
の各単元から幅広く、基礎的な問題と応用力が必要な問題を出題します。さまざまな定理や公式を確実に理解するとともに、
意味や考え方を大切にし、それらを適切に使えるように練習を十分に積んでおいて下さい。また、題意を正確に把握する力
と確かな計算力も求められます。
出題範囲は、数学Ⅰ、数学Ａ（「数学と人間の活動」を除く）とし、主に、以下の内容を確認する問いを出題します。
①さまざまな定理や公式の理解
②問題に対して定理や公式を適用する力
③題意を把握し、問題を整理する力
④確かな計算力
解答方法は、選択肢から答えを選ぶものではなく、解答欄の形式に合わせて数字や記号を当てはめていく方法です。

出題内容・解説■
全体に渡って標準的な問題が出題されました。各単元において、基本的な事柄の理解を問う問題では正答率が概ね高い結
果となりました。正答率の低かった問題の中で、解けるようになってもらいたい問題を以下に挙げますので、学習の参考に
して下さい。
（1）「数と式」
概ね正答率の高い結果となりました。平方根の値を評価する問題では正答率がやや低い結果となりました。
「1月31日午前」Ⅰ［Ａ］（1）（ⅱ）：平方根の値を評価する問題
（2）「集合と命題」
正答率の高い結果となりました。論理の同値に関する理解を問う問題では正答率がやや低い結果となりました。
「2月1日午前」Ⅰ［Ａ］（2）：同値に関する理解を問う問題
（3）「2次関数」
概ね正答率の高い結果となりました。2次関数の性質を利用して2次不等式の解の配置を問う問題では正答率がやや低く
なりました。
「1月31日午後」Ⅰ［Ａ］（4）：2次不等式の解の配置を問う問題
「2月1日午後」Ⅱ（2）：2次不等式の解の配置を問う問題
（4）「図形と計量」「図形の性質」
いくつかの条件を正しく読み取り、それらを組み合わせて解いていく複合的な問題では正答率が低い結果となりました。
特に、線対称の性質を利用する問題では正答率が極端に低い結果となりました。
「1月31日午前」Ⅰ［Ｂ］（3）：図形の性質を正しく読み取りながら解いていく問題
「1月31日午後」Ⅱ（2）：チェバの定理とメネラウスの定理を活用して体積比を求める問題
「2月1日午前」Ⅱ（3）：線対称の性質を利用して線分の和の最小値を求める問題
「2月1日午後」Ⅰ［Ａ］（3）：図形の性質を正しく読み取りながら解いていく問題
（5）「場合の数と確率」
条件を正しく切り分ける必要がある問題については正答率が低い結果となりました。また、条件付き確率を求める問題で
も正答率が低い結果となりました。
「1月31日午前」Ⅱ（2）：条件付き確率を求める問題
「1月31日午後」Ⅰ［Ｂ］（4），（5）：樹形図等を用いながら系統的に場合の数を数え上げる問題
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学習のポイント・アドバイス■
各単元における基礎的な問題を解くことができることはもちろん、単元をまたぐ複合的な問題にも対処できる力が必要で
す。公式や解法パターンの暗記にとどまらないように、意味や考え方を大切にして下さい。また、問題場面から条件を整理
して、公式や定理などを適切に用いて解決できるような力をつけて下さい。図形の問題では、問題に則した図を正しく描け
ることや適切な補助線を引くことが重要になりますので、日頃からしっかりと練習しておいて下さい。さらに、問題を最後
まで解ききる確かな計算力もつけて下さい。

解答例（一般選抜（Ａ日程）・数学）

3フ
4ヒ

2ハ9ハ3ハ3ハ3ハ
5ノ5ノ3ノ4ノ0ノ6ノ
1ネ6ネ1ネ2ネ1ネ5ネ
1ヌ1ヌ5ヌ6ヌ2ヌ9ヌ1ヌ3ヌ
0ニ3ニ3ニ0ニ2ニ4ニ1ニ5ニ
1ナ1ナ6ナ3ナ6ナ1ナ2ナ3ナ
3ト4ト0ト2ト4ト8ト2ト2ト
1テ6テ5テ3テ3テ4テ1テ2テ
3ツ1ツ1ツ2ツ6ツ1ツ5ツ1ツ
1チ8チ5チ5チ1チ5チ2チ5チ
0タ1タ3タ1タ3タ9タ1タ2タ
2ソ1ソ9ソ8ソ1ソ2ソ1ソ5ソ
5セ4セ1セ2セ2セ3セ0セ2セ
3ス3ス－ス1ス2ス1ス2ス1ス
5シ5シ6シ3シ3シ3シ1シ4シ
2サ2サ6サ0サ1サ2サ2サ2サ
9コ2コ6コ3コ3コ2コ1コ1コ
2ケ1ケ6ケ1ケ2ケ－ケ1ケ1ケ
5ク4ク2ク8ク2ク6ク0ク－ク
4キ2キ5キ－キ3キ－キ4キ2キ
1カ3カ0カ2カ6カ6カ1カ7カ
4オ4オ1オ4オ2オ2オ2オ2オ
5エ4エ2エ1エ3エ－エ0エ－エ
3ウ3ウ5ウ2ウ3ウ3ウ2ウ3ウ
1イ3イ5イ4イ2イ2イ1イ2イ
－ア2ア1ア－ア3ア3ア1ア1ア

ⅡⅠⅡⅠⅡⅠⅡⅠ

英語・選択－4英語・選択－3英語・選択－2英語・選択－1

2月1日午後2月1日午前1月31日午後1月31日午前
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一般選抜（Ａ日程）国語講評・解答例

EDIAN 2025．04．24－2
2025年度 入試問題集
210×297

講評
出題の意図■
国語においては、基礎学力の確認を目的として出題します。日ごろの学習を着実に積み重ねておけば取り組める標準的な
問題ですから、語句の知識を身につけ、文章の論理展開を丁寧におさえて読み取る練習を積み重ねればよいでしょう。
①【漢字の知識】常用漢字（一部常用外）の書き取り・読み、および常識として知っておいてほしい読み
②【語句の知識】慣用表現、語句の意味など
③【文脈を読み取る力】指示内容、接続語、文中の言い換え、内容・理由などの理解
④【広く文脈を読み取る力】論理展開、筆者の主張や内容、趣旨合致など、文章全体の理解

出題内容・解説■
2025年度入試Ａ日程〈2科目型〉の問題から、特に正答率の低かった問題を中心に取り上げて解説してゆきます。なお、
1月31日午前・午後、2月1日午前・午後のうち、特に2月1日午前はよく解答できていて正答率が高く、一方で2月1日
午後は平均点が低下していました。
●「1月31日午前」
問五の空欄 Ｂ に入る語句を答える設問では、①「従属」を選択する解答が多く目立ちました。確かに、空欄直前の

「国家に」と合わせて「国家に従属」するといった言い回しはよく目にするかもしれませんが、この文の主語は「権力」で
あり、「権力が国家に従属する」というのは不自然に感じられます。そこでより広く1文を見てみると、「従来は国家に
Ｂ 」していた「権力」が、「アメーバー状に拡散して」ゆくといったことが述べられています。従来とその後とが対比的
に述べられているのに気付けば、「拡散」という単語がヒントとなり、その逆の意味を指す③「収斂」が正解となることに
たどり着けるでしょう。解答を考える際には、空欄の直前・直後だけでなく、より広く見たり、文章の構造を捉えたりする
ようにしましょう。
●「1月31日午後」
問四の空欄 Ⅲ に入る語を答える設問では、③「次に」、④「要するに」、⑤「さらに」といった解答が多く見られまし
た。この空欄がある手前の文章では、「新聞」が大きな権力を持ち、立法、司法、行政の「三権をも支配するようになった」
ことが述べられ、空欄がある1文では「新聞」が「第四の権力」とよばれることが述べられています。そして肝腎の空欄で
すが、その直前に「マス・メディア、」とあり、直後に「新聞」とあることから、マス・メディアと新聞との関係を示す語
が入ることが予想されます。不特定多数に情報を伝える媒体のことをマス・メディアと呼び、そこには新聞が含まれるほか、
雑誌や、後で登場するラジオも含まれます。そうしたさまざまなものを含む呼称である「マス・メディア」の中から特に
「新聞」を取り上げていることから、⑥「とりわけ」が正解だと判断されます。ここの空欄には空欄前後の名詞の関係を示
す語が入ることを読み取り、さらにはマス・メディアが具体的に何を指すのかを理解しておく必要がある問題でした。
●「2月1日午前」
文章の読解に関わる設問はいずれも正答率が高く、よくできていました。問三の傍線部（ｃ）「位相」という言葉が馴染

みが薄かったのか、不正解が多く見られました。正解は④「条件に応じて言葉の違いが生じること」であり、言語学や社会
学に関連する文章ではよく見られる言葉です。入試では日常的に使用する語句だけでなく、専門的な文章に頻出する語句の
意味が問われることもありますから、よく確認しておくようにしましょう。
●「2月1日午後」
文章の読解に関わる設問の正答率が全体的に低く、文章自体がやや難しく感じられたかもしれません。特に正答率が低
かったのは問五の空欄 Ｂ に入る語句を答える設問です。空欄の直前に「価値判断とは、真でもなく偽でもないもの、正
しいかどうかを問うことに何の意味も見出すことのできぬもの」とあることから、その文脈に関係しそうな①「虚無的」が
多く選択されたのだと思います。ただ、ここでは「価値判断」が虚無、すなわち何もないのだと言っているのではなく、さ
らに前の文章を見ると、「『私はそういうことが嫌いだ』という個人的な感想の言い換え」「合理的な根拠を欠いた単なる
『好き』『嫌い』の婉曲表現」と説明されています。ここまで見ると、空欄に入る適当な語句として、自分の好きなようにふ
るまうさまを意味する②「恣意的」を選択することができるでしょう。
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EDIAN 2025．04．24－2
2025年度 入試問題集
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学習のポイント・アドバイス■
現代文の出題では、現代社会が形成されるまでの動向を分析したものや現代社会における重要な問題を扱ったものを多く
採用しています。教科書や参考書に掲載されている文章だけでなく、新聞の社説・論説や新書の類いなどにも広く触れ、さ
まざまなテーマの文章を読んでおくようにしてください。

解答例（一般選抜（Ａ日程）・国語）

④ヌ①ヌ③ヌ
③ニ②ニ④ニ②ニ
⑤ナ③ナ②ナ③ナ
①ト①ト①ト④ト
④テ⑤テ③テ①テ
③ツ④ツ③ツ②ツ
①チ③チ②チ④チ
②タ②タ④タ③タ
③ソ②ソ③ソ⑤ソ
⑧セ④セ⑤セ②セ
⑥ス④ス⑥ス④ス
③シ②シ②シ⑤シ
②サ⑦サ⑦サ⑦サ
④コ⑥コ①コ③コ
③ケ④ケ④ケ④ケ
②ク⑤ク②ク②ク
④キ①キ③キ③キ
⑤カ⑤カ②カ①カ
③オ①オ⑤オ②オ
③エ②エ①エ⑤エ
②ウ④ウ⑤ウ④ウ
③イ③イ④イ⑤イ
①ア④ア③ア①ア

ⅠⅠⅠⅠ

英語・選択－4英語・選択－3英語・選択－2英語・選択－1

2月1日午後2月1日午前1月31日午後1月31日午前
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EDIAN 2025．04．02－1
2025年度 入試問題集
210×297

一般選抜（Ｂ日程）国語講評・解答例

講評
出題の意図■

国語〔現代文〕
国語においては、基礎学力の確認を目的として出題します。日ごろの学習を着実に積み重ねておけば取り組める標準的な
問題ですから、語句の知識を身につけ、文章の展開を丁寧におさえて読む練習を積み重ねればよいでしょう。
①【漢字の知識】常用漢字（一部常用外）の書き取り・読み、および常識として知っておいてほしい読み
②【語句の知識】慣用表現、語句の意味など
③【文脈を読み取る力】指示内容、接続語、文中の言い換え、内容・理由、心情や場面の推移などの理解
④【広く文脈を読み取る力】表現の特徴、論理展開、筆者の主張や内容、趣旨合致など、文章全体の理解
国語〔古文〕
教科書で学習する程度の標準的な文章を用いて、基本的な知識や読解力の確認を目的として出題しています。基本的な語
句の意味や古典文法の知識を確実に身につけることを心がけて学習してください。また、現代文と同様に、文章の因果関係、
場面の展開や登場人物の関係などを理解しながら、丁寧に読み取る練習を積み重ねましょう。
①【語句の知識】語句の読み・意味など
②【文法知識】用言、助動詞、助詞、敬語など
③【現代語訳・解釈】語句や文法の知識に基づき、文脈に即した現代語訳や解釈
④【文脈を読み取る力】主語の把握、指示内容、和歌の表現、内容・理由、心情や場面の推移などの理解
⑤【広く文脈を読み取る力】主題や登場人物の心情、筋の展開など、文章全体の理解
⑥【文学史の知識】上代～近世の基本的事項
＊国語の問題は大問が2題（問題Ⅰと問題Ⅱ）出題されます。
問題Ⅰは現代文のみです。問題Ⅱは現代文と古文から一つを選択します（受験時に選択することができます）。

出題内容・解説■
2025年度入試Ｂ日程〈3科目型〉の問題から、特に正答率の低かった問題を中心に取り上げて解説してゆきます。なお、
2日間ともよく解答できていました。
●「2月2日」
Ⅰ・問三の傍線部（ｂ）「俄には」の意味を解答する設問で、誤答が目立ちました。傍線部直後に「信じ難いのではない
でしょうか」と続くことから①「素直には」が多く解答されていましたが、これは「俄には」という語句の意味をそのよう
に考えたというより、「にわかには」という読みが分からなかった人もいるかもしれません。「にわか」は平仮名で見ること
が多いかもしれませんが、漢字で使われることも決して珍しくありません。漢字の知識として常用外のものも出題すること
はあるので、常用外の漢字であっても文章によく出てくるものは覚えておくようにしましょう。
Ⅱ（現代文）・問三の二重傍線部（ａ）「穿ったような」が難しかったようです。動詞「穿つ」は元は「穴を開ける」こ

とを意味しますが、「物事の本質や人情の機微を指摘する」ことも意味するため、正解は①「鋭く見透かすような」となり
ます。「うがった見方」という言い回しを「疑ってかかるような見方」と捉える人が近年増えていますが、本来は上記のよ
うな意味なので、是非覚えておきましょう。
Ⅱ（古文）・問六は傍線部（2）が誰のどのような様子かを答える設問ですが、正解が①であるのに対し、「誰の」も

「どのような」も異なっている④と答えた解答が多く見られました。ここでは「これがやうに苦しげに見まゐらすることは
なくて」とあるように、これまで見たことがないほどに天皇が苦しそうな様子であることが述べられています。また、傍線
部に「思ひあひたり」とありますが、「あふ」は他の動詞の後に付くと、複数の人がいっせいに、あるいは互いに同じ動作
をすることを表します。このことと、傍線部がある段落のはじめの方に「たれも」とあることから、傍線部は筆者一人では
なく複数の人（ここでは宮中の人々）が主語であることが分かります。
●「2月3日」
Ⅰ・問九は、傍線部（2）「魅力ある言葉」というのがこの文章の中でどういったものを指すのかを問うています。正解
は③ですが、それと内容がよく似た①を選択した解答が多く見られました。①には「言葉が指し示す内容だけでなく、言葉
そのものにも…」、③には「言葉が指し示す内容ではなく、言葉そのものに…」とあることから、「魅力ある言葉」に内容が

２５０６０５Ｒ０２Ｋ_58

Guest
Rectangle



59

国語
数学
英語

講評
・
解答例

一
般
選
抜

（
Ｃ
日
程
）

化学
生物
数学

公共，
政治・経済

世界史
日本史
国語
英語

講評
・
解答例

一
般
選
抜

（
Ｂ
日
程
）

国語
数学
英語

講評
・
解答例

一
般
選
抜

（
Ａ
日
程
）

国語
数学
英語

講評
・
解答例

学
校
推
薦
型
選
抜

（
公
募
制
）

EDIAN 2025．04．28－2
2025年度 入試問題集
210×297

関係するかどうかが解答の鍵となります。そこで傍線部の次の段落を見ると、インターネットを検索して多くヒットするよ
うな内容が魅力的な言葉は、筆者にとっての「魅力ある言葉」ではなく、「人騒がせ」だと述べられています。筆者はその
内容ではなく「言葉そのものの魅力」を求めているので、③が正解ということになります。
Ⅱ（現代文）・問一は「溢」「愉」ともに正答率が芳しくありませんでした。「溢」は「溢血」といった症状を指す言葉で

「イツ」という音読みを日常の中で知る機会があると思います。「愉」は、「ユ」という読みが分かっても、同じ読みをする
漢字が分かりにくかったかもしれません。「臾」はわずかな時間を意味する「須臾にして」という表現が漢文をはじめとし
て見られます。
Ⅱ（古文）・問九は文学史に関する設問です。問題文に「平安時代の作品」と書いてありますが、正解である『夜の寝
覚』が平安時代の作品であることが分かりにくかったようです。平安時代・鎌倉時代は現存している作品数がそこまで多く
なく、いずれも有名な作品ですから、基本的な文学史の知識として押さえておきたいところです。

学習のポイント・アドバイス■
現代文の出題では、現代社会が形成されるまでの動向を分析したものや現代社会における重要な問題を扱ったものを多く
採用しています。教科書や参考書に掲載されている文章だけでなく、新聞の社説・論説や新書の類いなどにも広く触れ、さ
まざまなテーマの文章を読んでおくようにしてください。
古典文学は、現代の社会常識とは異なりますので、その点に留意して理解するように心がけてください。

解答例（一般選抜（Ｂ日程）・国語）

②ソ④ソ②ソ②ソ
②セ②セ⑤セ⑤セ③セ④セ
③ス①ス②ス②ス④ス②ス
②シ④シ③シ③シ①シ③シ
①サ③サ⑤サ③サ②サ⑤サ
③コ②コ③ノ②コ①コ③コ④ノ①コ
①ケ①ケ④ネ③ケ⑤ケ②ケ③ネ④ケ
④ク②ク①ヌ①ク②ク③ク②ヌ③ク
③キ④キ②ニ③キ③キ⑤キ④ニ②キ
②カ③カ③ナ②カ②カ①カ③ナ①カ
③オ⑤オ④ト⑤オ①オ③オ①ト④オ
②エ①エ③テ④エ③エ④エ②テ⑤エ
④ウ④ウ②ツ①ウ⑤ウ②ウ⑤ツ③ウ
②イ⑤イ⑤チ②イ④イ①イ④チ⑤イ
⑤ア②ア①タ⑤ア②ア④ア①タ②ア

Ⅱ古文Ⅱ現代文ⅠⅡ古文Ⅱ現代文Ⅰ

国語－2国語－1

2月3日2月2日
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一般選抜（Ｂ日程）日本史講評・解答例

EDIAN 2025．05．20－2
2025年度 入試問題集
210×297

講評
出題の意図■
高等学校の日本史探究の授業の内容がきちんと理解できているかどうかを判断することを目的としていますので、設問は
日本史探究の基礎となる知識を問うことを重視しています。したがって、高等学校で使用される「日本史探究」の教科書を
中心とし、授業で使用する用語集や史料集、図説などからも出題します。
出題範囲について、時代では古代～近現代まで、分野では政治・外交・社会経済・文化など、すべての範囲から出題しま
す。学習法は、まずは教科書をしっかり読むようにしましょう。また、その際、単に用語や年代を覚えるのではなく、歴史
の因果関係や時代背景などと関連させておさえるようにしましょう。また、史料や地図の出題もあります。普段から史資料
集を傍らに置き、史料が表している内容や歴史事項の地理的要素などもしっかり確認しておきましょう。
出題形式は、空欄語句の補充、語句の組合せ・選択、年代整序問題はもちろん、文章の正誤判定問題も出題します。
基本的な知識をおさえたうえで、過去の入試問題にも取り組んでおきましょう。

出題内容・解説■
2025年度一般入試Ｂ日程の日本史科目は、平均点が2月2日は59．0点、2月3日が61．1点という結果で、2日間の平均点
は60．1点でした。2日間の平均点格差は2．1です。
日本史科目の問題は、高等学校における日本史の授業内容をきちんと理解しているかを重要視し、出題内容は平均点60点

をひとつの目安にしています。その観点で考えると、2日間の平均点が60点台をキープし、両試験日の格差も2．1でしたの
で、目標は達したと考えます。
今年度入試内容の難易度は例年と変わりませんので、本学の入試問題の内容は教科書の内容が中心です。しっかりと教科
書を中心に学習すれば、おのずと得点はとれるといえます。とりわけ、教科書の脚注や図表、史料などへの学習と理解も必
要であるのは従来どおりです。その時代の歴史の流れや個人の事績、文化財などをきちんと理解していれば、正誤組み合わ
せ問題や適切な組み合わせ問題を取りこぼすことはないでしょうし、高得点が狙える問題が多いといえます。この点が合否
に大きく関わっていく、と考えます。
今回の入試においても、1日ごと、2日間を通じての誤答傾向に関しては、いくつかの傾向がありますので、誤答の傾向
などを考えていきましょう。
まず1点目は、今年は2日間通じて、正誤組み合わせ問題、語句組み合わせ問題の正答率が低い傾向にあることです。こ
の傾向は昨年度以上に顕著です。どの時代の正誤組み合わせ問題も正答率がかんばしくなく、十分な読解ができていないこ
とによって生じる誤答や、選択肢が集中しているのではなく誤答が散らばるといった傾向が見受けられます。とりわけ、近
現代史の正誤組み合わせ問題は正答率が低い傾向が見出せます。
こういった傾向は昨年度も同じでしたが、例年、近現代を扱う問題、分野別の問題は、他の時代や分野と比べると正答率
が下がる傾向にあります。具体的には平均点が30％半ばから40％台を推移する傾向があります。これは教科書を中心とした
学習が追いついていないのでは、と考えます。つまり、この問題領域で正答を積み上げることができるか否かが、合否を左
右するともいえましょう。
2点目は史料を読解したうえでの正誤組み合わせ問題や用語組み合わせ問題の正答率が伸びていないという特徴がありま
す。これは用語などを暗記するだけでは正答を導き出せず、読解力や思考力が問われます。これらの問題の正答率をあげる
と得点率があがるといえましょう。教科書と史料集を照合しながらの学びが効果的と考えます。
3点目は、1日目、2日目ともに平均点が低いのですが、近現代史の政治史に関わる問題のうち、正誤組み合わせ問題な
どで正答率が伸びていない傾向にあります。繰り返しになりますが、この分野の問題で正答率を伸ばすことが合格するため
に、とても重要といえましょう。この分野は短期間で政策や条約ができるなど、その推移が動きます。こういった点が理解
できていないと正答できないと考えます。政策や条約名と年代、関係した人物、内容、背景などを理解するようにすること
で、正答率が上がるものと考えます。
正答率をみると、人物の組み合わせ問題や人物と正しい歴史的説明などを組み合わせる問題などは、2日間を通じ、80％
以上の正答を得ています。換言すれば、こういった問題を取りこぼすと合否に関わるものだといえましょう。
総括すると、今年度入試では正誤組み合わせ問題、適切な組み合わせ問題に関して正答率が低く、この種の取りこぼしが
合否に大きく影響するといって過言ではないでしょう。これらの問題は、しっかりと、歴史事象の発生した年代とその説明
が的確に判断できる知識を養っているかが問われるといえます。すなわち、最も適当であるものを選択する問題、適切な組
み合わせ選択問題、さらに、正誤組み合わせ問題に対し、いかに正答を導き出すかが高得点へのカギといえるのです。
本学の日本史の入試問題は大問4題のうち、ひとつは分野別の問題が出題されます。分野別の問題においても正答率が低
いのは毎年の傾向です。たびたび出題される内容ですから、過去問を参照してほしいと思います。とくに、文化史などは学
校で使用している図録類を利用すると理解しやすくなるといえます。全体として、教科書本文はもとより、注記欄を含めた
学習の深度、あるいは教科書掲載の図表への目配せができているか、が正答・誤答の分かれ目になったのではと考えます。
正しく確実な知識をもって、選択肢の文章が何を問い、用語（地名・人名も含めて）のどの点がおかしいのか、丁寧かつ的
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EDIAN 2025．04．24－2
2025年度 入試問題集
210×297

確に判断できるかが得点率アップに関わるといえます。
こういった点を克服するためには、正確な年代と関連人物、作品や政策の内容をきちんと把握しているかがポイントであ
り、そのうえで選択肢の文章をしっかりと読解する力が必要で、そういった力を判断される問題であったといえます。

学習のポイント・アドバイス■
日本史科目、とりわけ、解答方法がマークシート方式だと、学習の力点がどうしても事項や人物名の暗記となることが多
くなるでしょう。これは今年度入試の正答率をみてもそうですが、人物を問う穴埋め問題や基本的事項を問うような問題は
正答率もよく、取りこぼしはないといえます。
しかし、本学の入試における日本史問題に関しては、事項の年代や人名や地名などを問うだけでなく、問題文や史料に
そって、基本的事項や正誤組み合わせ問題、年代順選択問題、最も適切な文章などを選択させる問題が多いといえます。と
いうことは、問題文の一部をうけて、年代をしっかりとおさえ、それに関連する事項を問う問題をいかに得点していくかが、
高得点への道といえます。また、その時代の代表的な史料には目を通しておいていただきたいと考えます。
加えて、思考力を問うという意味で、史料読解による問題やグラフや地図から読み解く問題もあります。史料読解から歴
史事象を導き出し、そのうえで適切な回答を選択しなければなりません。
上記の点から、着実に得点していくには、暗記に力点を置くのも大切ですが、単語としての暗記ではなく、事項の年代と
背景を十分に理解したうえで、的確に、しっかりと覚えていくことだといえます。正誤問題や並べ替えの問題は、うろ覚え
な知識やあやふやな理解では正解にたどり着けません。教科書をまんべんなく、しっかりと学習してください。とりわけ、
近代の箇所は精読することをお薦めします。さらに、問題文をしっかり読むことも重要です。
具体的にいえば、その事項と年代、関連人物、内容、成立した背景などを、史料集の史料とも照合しながら、あるいは教
科書の注記、表・図などもしっかりと確認し、きちんと、的確に理解することが必要です。とくに、地図と地名・歴史事項
の関連性は学習していただきたく思います。教科書掲載の地図は必ず確認しておきましょう。その地図の意味や街の位置な
どを正確に理解しておきましょう。さらに、グラフを読み解き、それにもとづいた解答ができる力を養っていただきたいと
考えます。
そのための学習方法としては、まずは、教科書をしっかり丁寧に読むことです。それに加え、教科書本文だけでなく、注
記欄や掲載史料、掲載地図、掲載図版なども必ず目を通しましょう。今年度入試の平均点が下がった要因は、注記欄や掲載
史料、掲載地図、掲載図版などを軸に出題された問題を取りこぼしているから、といえます。教科書に掲載されている意味
を考え、地図ならば、あげられている地名とその位置を、図では何が描かれ、それはどういった歴史事象の説明であるのか、
表は誰が何を著したのか、あるいは誰がどこに何を設けたか、などをしっかりと丹念に学習していただきたいと思います。
いわば、時間軸と空間軸を把握する学習の必要性があります。そのうえで、用語集や史料集にあたり、関連事項なども把握
するようにしてください。
また、教科書をよく読んだあとに、ノートにそれを図化してみる、自分の言葉でまとめてみる、というのも効果的です。
その際、先ほど述べた授業で用いる用語集や史料集も必ず確認し、事項説明などを加味していけば、全体の理解が深まり、
得点アップにつながると思います。そのうえで、文章が何を問うているのか、という文章読解にも気を付けてほしいと思い
ます。問題文を読み、各問いがどういった内容なのか、どういった解答を求めているのかを、理解してほしいと思います。
最期に、教科書をしっかりと読みこむことをし、日本史の流れをしっかりとつかんだうえで、宗教史、文化史、対外交流
史、社会経済史といったような部門史別に、内容をまとめておく、という学習も大変効果的であろうと考えます。

解答例（一般選抜（Ｂ日程）・日本史）

①サ②サ①サ④サ②サ③サ②サ②サ
②コ①コ②コ③コ③コ③コ②コ③コ
④ケ②ケ③ケ①ケ①ケ④ケ②ケ④ケ
③ク④ク④ク①ク④ク④ク②ク②ク
①キ①キ③キ④キ①キ②キ①キ④キ
③カ②カ②カ①カ①カ①カ③カ④カ
③オ③オ④オ②オ①オ④オ④オ②オ
④エ⑤エ①エ②エ④エ④エ②エ⑤エ
②ウ②ウ③ウ①ウ③ウ④ウ②ウ③ウ
③イ④イ①イ②イ①イ③イ②イ①イ
②ア①ア③ア②ア④ア①ア④ア②ア

ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ

選択－2選択－1

2月3日2月2日
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EDIAN 2025．04．02－1
2025年度 入試問題集
210×297

一般選抜（Ｂ日程）世界史講評・解答例

講評
出題の意図■
高等学校の世界史探究の授業内容をきちんと理解できているかどうかを判断することを目的としています。そのため、設
問は世界史探究の基礎知識を問うことを重視しています。出題の中心は高等学校で使用される「世界史探究」の教科書です
が、授業で使用される用語集や図説などからも出題します。
出題範囲は、時代では古代～現代まで、地域では欧米史・東アジア史（主に中国史）が中心になっています。分野は、政
治史の出題を中心に、文化史や社会経済史も出題します。ただし、戦後史や周辺地域の歴史についても出題することがあり
ますので、時代・地域・分野において偏りのない学習を心掛けましょう。
出題形式については、空欄語句の補充、語句の選択や組合せ、文章の正誤判定問題、年代整序に加え、地図を用いた設問
も出題します。
世界史の基本的事象を中心とした出題内容ですので、まずは教科書を最後まで丁寧に読みましょう。ただし、歴史用語の
暗記にとどまるのではなく、歴史の流れのなかで歴史事象を確認し、理解することを心がけてください。また、教科書・図
説などに掲載されている地図を確認して、世界史における地理的感覚も養っておくとよいでしょう。

出題内容・解説■
全体として古代のイラン（「2月2日」Ⅰ）やイギリスの女性君主をめぐる歴史（「2月2日」Ⅲ）、近現代のドイツ

（「2月3日」Ⅲ）、に関する問題については、正答率が高く十分に理解できているようです。例年と同じく、古代インド、
近世ヨーロッパについては、時代を問わずよく理解できているようです。ですが、2025年度入試では、中国史（「2月2日」
Ⅱ、「2月3日」Ⅳ）については一部に正答率が低い傾向にありました。2025年度入試は、例年とは異なり、全体的に比
較的正答率が低い傾向にありました。
2025年度入試の傾向として、中国史の分野で異民族に関する問題（「2月2日」Ⅱ問1、問2）や、明清時代に関する
問題（「2月3日」Ⅳ問6～7）の正答率が低い傾向にありました。
出題形式からみると、正誤の組み合わせ問題の正答率が下がっていました（「2月2日」Ⅱ問1、「2月3日」Ⅱ問4）。
歴史の順序を問う問題は、例年どおり、正答率が低い傾向にありました（「2月3日」Ⅳ問6）。また2025年度からは、思
考力・判断力を問う問題（「2月2日」Ⅰ問7、Ⅲ問4、「2月3日」Ⅰ問7、Ⅱ問7）が新たに設けられましたが、
おおむね対応できているようです。

学習のポイント・アドバイス■
世界史では時間の流れと、出来事が地図の上のどこで起こったかを理解することがもっとも大事です。教科書の文章だけ
で学習するのではなく、挿入されている地図や写真・注記、また別冊の年表と地図それに資料集も一緒に机の上に並べて学
習することがポイントです。また、歴史上の都市の名前と、現在の名前が異なることも多いので、教科書に載っている地図
や地図集などでよく確認しておくことが大事です。条約などは、それが締結された都市の場所と、条約の内容に含まれる場
所、また締結した王・人物は誰なのか、などをしっかり地図・資料集などで確認して、自分なりにノートに整理しておきま
しょう。
例年では、中国史や古代オリエント・ギリシア、中世・近世ヨーロッパの問題については正答率が高いので、取りこぼし
をしないように、しっかり学習しておきましょう。正誤の組み合わせ問題や、事柄・出来事の組み合わせに苦戦している受
験生がやはり多い傾向にあります。正答かどうかの判断点が複数あるので、教科書を丁寧に読んで条約や出来事の区別をし
て、しっかりと理解しておきましょう。またトピック問題に関しては、独自に年表やまとめをノートに書いておくとよいで
す。中国やイスラームの王朝ごとの皇帝・王や世界の大統領ごとに順序立てて、その事績をまとめておくとよいでしょう。
これは思考力・判断力を問う問題にも有効です。近現代史のうち、とくにアフリカ・中東・東南アジアの分野を苦手とする
受験生も多い傾向にありますので、教科書の最後までよく勉強しておきましょう。
文化史の分野については、どの地域のどの時代の人物・作品であったのかを、教科書や資料集でしっかりと確認しておく
とよいでしょう。
基本となる教材は教科書です。最初から近現代の最後まで、注も含めてしっかりよく読み、地図や年表を見比べて、正確
な知識を身につけてください。そして受験の当日は、落ち着いてゆっくり問題文を読み、解答するように心がけてください。
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EDIAN 2025．04．02－1
2025年度 入試問題集
210×297
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解答例（一般選抜（Ｂ日程）・世界史）

②ケ①ケ③ケ①ケ③ケ③ケ④ケ①ケ
③ク④ク④ク④ク①ク①ク②ク④ク
①キ③キ①キ②キ①キ②キ④キ④キ
④カ④カ④カ③カ③カ④カ①カ③カ
③オ②オ③オ①オ④オ①オ③オ①オ
①エ③エ②エ①エ②エ②エ②エ②エ
②ウ③ウ②ウ④ウ④ウ②ウ①ウ③ウ
④イ②イ①イ②イ①イ③イ①イ④イ
②ア①ア④ア③ア②ア④ア③ア②ア

ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ

選択－2選択－1

2月3日2月2日
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一般選抜（Ｂ日程）公共，政治・経済講評・解答例

EDIAN 2025．06．06－4
2025年度 入試問題集
210×297

講評
出題の意図■
高等学校の授業で学習する公共および政治・経済が理解できているかどうかを判断することを目的とし、公共と政治・経
済に共通する基礎的事項を出題しています。
出題分野は、「政治」「経済」「国際」の3分野です。いずれの分野とも幅広く出題しますので、特定の分野に偏ることな

く教科書や資料集などを使って丁寧に学習しておくことが大切です。また、教科書外の内容としては、時事的な内容を出題
することがあります。世界や日本でどのようなことが起きているのか、その背景にはどのような問題があるのかなどを問い
ます。日頃から、新聞やテレビの報道で最新の動きに関心をもつように心がけるとよいでしょう。
出題形式は、空欄語句の補充、語句の選択、文章の正誤判定問題、組合せ問題、資料を用いた読解問題など一般的な形式
で出題します。基本的な知識をおさえたうえで、過去の入試問題に取り組んでおきましょう。

出題内容・解説■
「2月2日」Ⅲは、民主政治の制度に関する問題でしたが、大半の問題にあって正答率が6～8割に達しており、受験
生にとって得点源の分野となっています。明暗が分かれたのは問3（正答率42％）と問6（同38％）でした。問3ですが、
ワイマール憲法といえば20世紀的な「新しい人権」＝「社会権」を初めて規定したものとして有名です。正解は③でしたが、
4割近い受験生が近代的な人権思想の内容である④を選択していました。問6では直接請求制度の知識が問われましたが、
議会解散の請求先を51％の受験生が①（首長）と回答していました（正解は②の選挙管理委員会）。いずれも基本的な知識
であり、手堅く抑えておきたいところです。
「2月3日」Ⅰでは、環境問題と、これに対する日本政府や国際社会の取り組みが題材とされていました。問6と問8
はいずれも「誤っているもの」を選べ、という問題だったのですが、ともに正答率は25％という低いものでした。問6に
あっては、水俣の地名を冠した「水俣条約」の存在を知らなかった受験生が多数（53％）いました。また、問8にあっては
「グリーン購入法」が再生品の購入を求めている対象が政府であることが7割近い受験生に理解されていませんでした。環
境の分野は、情報や消費などの分野と並んで、時事問題の頻出分野です。日頃から日々のニュースにも注意を払いましょう。

学習のポイント・アドバイス■
「公共，政治・経済」という科目は、憲法を筆頭格に、基本的には変わることのないベーシックな知識を問う問題群と、
時事問題を対象とする問題群という2つの系統からの出題に大別されます。後者に関しては、今年度も GX（グリーントラ
ンスフォーメーション）やハマスによるイスラエル攻撃などが問題のなかで扱われています。
後者への対策としては、日頃から国内外の社会問題に関心を持つことですが、アドバイスとしては、特に新聞を読むこと
をあげておきます。時事問題に関する知識自体はインターネットからも得られそうですが、ネットニュースを提供するプ
ラットフォームにはユーザーが好む分野の情報を優先して提供する傾向があり（いわゆる「フィルターバブル」）、その結果
興味を持たない分野の知識に空白が生まれがちです。政治、経済はもちろんのこと、国際、環境、科学技術… 幅広い分野
を網羅する新聞の継続的な講読をおススメします。
前者の問題群については、憲法の条文からは必ずといっていいほど出題されています。日頃から条文に親しんでおきま
しょう。この分野からの出題では、正確な理解さえあれば容易に失点を防ぐことができます。知識を確かなものにするため、
たとえば憲法の条文などは繰り返し目を通して頭に入れるように努めましょう。
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EDIAN 2025．04．02－1
2025年度 入試問題集
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解答例（一般選抜（Ｂ日程）・公共，政治・経済）

④コ②コ④コ③コ④コ②コ⑤コ④コ
①ケ①ケ④ケ④ケ②ケ④ケ①ケ③ケ
②ク③ク⑥ク③ク②ク③ク③ク①ク
①キ④キ①キ②キ③キ③キ①キ③キ
③カ②カ①カ①カ⑤カ②カ②カ④カ
③オ①オ④オ①オ④オ③オ③オ③オ
②エ②エ③エ③エ②エ①エ②エ②エ
⑤ウ③ウ③ウ④ウ④ウ③ウ④ウ⑤ウ
①イ②イ①イ②イ②イ④イ④イ③イ
④ア①ア③ア②ア③ア②ア③ア①ア

ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ

選択－2選択－1

2月3日2月2日

２５０６０５Ｒ０２Ｋ_65

Guest
Rectangle



66

一般選抜（Ｂ日程）数学講評・解答例

EDIAN 2025．04．24－2
2025年度 入試問題集
210×297

講評
出題の意図■
高等学校で学習した内容を正しく理解できているかどうか、さらにそれらを活用できるかどうかを確認します。出題範囲
の各単元から幅広く、基礎的な問題と応用力が必要な問題を出題します。さまざまな定理や公式を確実に理解するとともに、
意味や考え方を大切にし、それらを適切に使えるように練習を十分に積んでおいて下さい。また、題意を正確に把握する力
と確かな計算力も求められます。
出題範囲は、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ（「数学と人間の活動」を除く）、数学Ｂ（数列）、数学Ｃ（ベクトル）とし、主に、

以下の内容を確認する問いを出題します。
①さまざまな定理や公式の理解
②問題に対して定理や公式を適用する力
③題意を把握し、問題を整理する力
④確かな計算力
解答方法は、選択肢から答えを選ぶものではなく、解答欄の形式に合わせて数字や記号を当てはめていく方法です。

出題内容・解説■
全体に渡って標準的な問題が出題されました。各単元において、基本的な事柄の理解を問う問題では正答率が概ね高い結
果となりました。正答率の低かった問題の中で、解けるようになってもらいたい問題を以下に挙げますので、学習の参考に
して下さい。
（1）「数と式」
正答率の高い結果となりました。絶対値が含まれている方程式を解く問題で正答率がやや低い結果となりました。
「2月3日」Ⅰ［1］（2）：絶対値が含まれている方程式を解く問題
（2）「集合と命題」
集合の包含関係についての理解を問う問題で正答率が低い結果となりました。
「2月2日」Ⅰ［1］（3）：集合の包含関係についての理解を問う問題
（3）「2次関数」
文字変数が含まれる場合の最大値/最小値を問う問題では正答率がやや低い結果となりました。
「2月3日」Ⅰ［2］（2）：文字変数が含まれる場合の最大値/最小値に関する理解を問う問題
（4）「図形と計量」「図形の性質」
複数の条件を正しく読み取り、それらを組み合わせて解いていく複合的な問題では正答率が低い結果となりました。
「2月3日」Ⅱ（2）：メネラウスの定理とチェバの定理を活用して面積比を求める問題
（5）「データの分析」
概ね正答率の高い結果となりました。四分位範囲についての理解を問う問題では正答率がやや低い結果となりました。
「2月2日」Ⅰ［2］（1）：四分位範囲の理解を問う問題
（6）「場合の数と確率」
条件を正しく切り分ける必要があるもの、また、条件付き確率を求める問題で正答率が低い結果となりました。
「2月2日」Ⅱ（3）：条件付き確率を求める問題
（7）「複素数と方程式」
概ね正答率の高い結果となりました。解と係数の関係を用いる問題では正答率がやや低い結果となりました。
「2月2日」Ⅲ（3）：解と係数の関係を用いて解いていく問題
（8）「微分法と積分法」
概ね正答率の高い結果となりました。グラフで囲まれた部分の面積の最小値を求める問題では正答率が低い結果となりま
した。
「2月3日」Ⅲ（3）：面積の最小値を求める問題
（9）「数列」
概ね正答率の高い結果となりました。群数列を扱う問題では正答率が低い結果となりました。
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「2月2日」Ⅳ（3）：群数列の理解を問う問題
（10）「平面上のベクトル」
ベクトルの内積についての理解を問う問題や、ベクトルの相互関係についての理解を問う問題では，正答率が低い結果と
なりました。
「2月3日」Ⅳ（3）：ベクトルの相互関係についての理解を問う問題

学習のポイント・アドバイス■
各単元における基礎的な問題を解くことができることはもちろん、やや発展的な問題にも対処できる力が必要です。公式
や解法パターンの暗記にとどまらないように、意味や考え方を大切にして下さい。粘り強く問題に取り組む姿勢と、確かな
計算力も大切です。

解答例（一般選抜（Ｂ日程）・数学）

0ニ
7ナ3ナ4ナ
2ト2ト1ト
8テ3テ0テ

5ツ3ツ5ツ5ツ
2チ2チ6チ7チ9チ
5タ3タ4タ4タ4タ2タ
1ソ2ソ1ソ5ソ7ソ4ソ
－セ2セ3セ4セ3セ2セ5セ
5ス1ス2ス9ス2ス5ス7ス3ス
3シ4シ5シ4シ3シ1シ5シ1シ
3サ1サ3サ2サ1サ6サ1サ－サ
2コ4コ7コ2コ0コ5コ2コ1コ
0ケ2ケ3ケ4ケ1ケ1ケ5ケ0ケ
1ク2ク5ク－ク5ク1ク4ク3ク
2キ3キ3キ3キ1キ1キ7キ2キ
5カ1カ3カ8カ7カ5カ5カ－カ
－オ3オ6オ－オ4オ1オ1オ8オ
5エ2エ1エ4エ3エ6エ2エ2エ
4ウ－ウ3ウ1ウ7ウ6ウ5ウ1ウ
5イ4イ4イ3イ5イ1イ1イ3イ
1ア－ア1ア2ア7ア6ア1ア1ア

ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ

選択－2選択－1

2月3日2月2日
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一般選抜（Ｂ日程）生物講評・解答例

EDIAN 2025．06．06－3
2025年度 入試問題集
210×297

講評
出題の意図■
高等学校の生物基礎および生物の教科書で扱われている内容を、正確に理解できているかどうかを問います。また、問題
文や図、グラフなどの読み取りをもとにした、応用力や考察力を問います。
知識問題では、教科書に記載のある用語や、図が表す内容について幅広く問います。教科書の本文だけでなく、図の理解
も重要ですので、あわせて丁寧に理解しておくことが大切です。特に、文章選択問題では、正誤の判断に正確な知識が求め
られます。まずは教科書に太字で記載されている用語を中心にもれなく覚えていき、次に関連した事項に留意して理解して
いきましょう。関連した事項を比較・整理しながら、類似点や相違点をまとめていくことがポイントです。
考察問題では、見慣れない題材も扱われるため、問題文や図、グラフなどの読み取りで差がつきやすくなります。考察問
題の対策としては、問題演習を数多くこなし、読み取り方や考え方を習得しておくことが必要です。特に、実験を扱った考
察問題の演習では、単に解答するだけでなく、実験の方法や得られた実験データからわかることについて、理解を深めてお
くとよいでしょう。

出題内容・解説■
問題は2日間ともⅠ～Ⅳの4つの大問よりなり、Ⅰは全分野から出題された集合問題、Ⅱは主に生物の特徴、遺伝
子とその働き、体内環境維持に関連した問題、Ⅲは主に細胞と分子、発生と遺伝制御、Ⅳは主に生物の環境応答と関連
する問題の構成です。
各試験日における平均点は「2月2日」が48．7点、「2月3日」が59．8点でした。
それぞれの試験日の正答率が低かった問題（正答率30％以下）について解説しますので、学習の参考にして下さい。

「2月2日」
Ⅰ－問7：日本の森林（照葉樹林）は、高木層から地表層までは高い方から低い方にむかって高木層、亜高木層、低木

層、草本層、地表層の5層構造を示します。また、5層の解答肢の中で、アオキは低木層、ヤシャブシは亜高木層の樹木、
スダジイは高木層の樹木ですが、解答肢ではスダジイは幼木とされており、従って、この設問において「もっとも」低木層
に成育していないのはヤシャブシであり、正解は③の「5層、ヤシャブシ」となります。
Ⅱ－問7：副腎皮質刺激ホルモン放出ホルモン、副腎皮質刺激ホルモンの分泌量の変化を問う問題で、ホルモンのネガ
ティブ（負の）フィードバック制御を問う問題です。脳下垂体前葉の機能が低下すると副腎皮質刺激ホルモンの分泌が減少
します。この結果、糖質コルチコイド（グルココルチコイド）の分泌が低下します。このことを感知した脳の視床下部では、
それを回復させようと、副腎皮質刺激ホルモン放出ホルモンの分泌を高めようと働きます。従って正解は②となります。
Ⅲ－問4：小胞が細胞膜と結合すると、小胞の内部（内側）が細胞膜の外側を向くことになります。Ｙの小胞の図では

受容体の結合部位が内側にあり、細胞膜と結合し膜の外側を向き、細胞膜の外側から接触するホルモンと結合できるように
なります。従って題意に沿う正解は③のＹのエクソサイトーシスとなります。
Ⅲ－問7：第1卵割（2細胞期）、第2卵割（4細胞期）は等割で経割を示し、第3卵割（8細胞期）は緯割を起こしま
す。また、動物細胞の割球のほうが植物細胞の割球よりも小さいので、正解は③となります。
Ⅳ－問1：図1はヒトの運動ニューロン、図2はヒトの感覚ニューロンの図です。従って正解は①となります。図は髄
鞘を有する神経線維が描かれていますが、イカの神経細胞は無髄（髄鞘がない）なので、ヒトとイカの見分けがつきます。
図1は運動ニューロンに観られる多極性ニューロン、図2は感覚ニューロンに観られる疑単極性ニューロンの形状を示して
います。
Ⅳ－問8：実験7は根を水平においてすぐに根の先端の下半分を除去したら、それより上方の根が上方に向かって成長
しはじめたと考えることができますので、正解は④となります。
Ⅳ－問9：問8の結果（実験7が理解出来れば、そのことがヒントとなって、①が正解であることが導き出されます。）

「2月3日」
Ⅱ－問2：細胞が体積を増す時期は G1期、細胞体積当たりの核の DNA量の比率が最も小さいのも G1期です。従って

正解は①となります。
Ⅱ－問3：3回分裂した時には（その前に分裂した時に分化した細胞（灰色）が2つすでにあり、3回目の分裂で1つ
はすぐに分化する（灰色）ので、分裂を続ける細胞は1つ（白色）、分化した細胞（灰色）は3つとなります。従って1：3
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となり正解は⑤となります。
Ⅱ－問4：配偶子では減数分裂によって染色体は2nから nになっています。従ってゲノムサイズが3億塩基対というこ

とは減数分裂前の2nの状態では6億塩基対ということになります。体細胞分裂のＳ期において DNA量が倍増し、Ｍ期中
期では DNA量の変化はないので、6億塩基対×2という計算から12億塩基対、正解は④となります。
Ⅲ－問10： ｌ は問9より、「RNAポリメラーゼ」であることが導き出されています。RNAポリメラーゼは複雑な構
造をした酵素タンパク質で、複数の遺伝子発現を調節するので、正解は④となります。
Ⅳ－問1：1日における連続暗期が限界暗期よりも長くなった時に花芽形成に至る植物は、すなわち「短日植物」を指
します。設問に示された植物の中で短日植物にあたるのは、アオウキクサ、アカザ、アサガオ、イネ、オナモミ、キク、コ
スモス、シソ、ダイズといった植物である。選択肢の中で、これらを2つ含むのは⑤（オナモミ、イネ）となり、これが正
解となります。
Ⅳ－問8：ミツバチの8の字ダンスの行動の問題で、有名かつ基本的な問題です。実験2の文章を正しく理解すれば、

（ｅ）に示された条件では、正しくえさ場の方へ飛んで行きます。（ｆ）に示された条件では、正しくえさ場の方へ飛んで行
きます。しかし、（ｇ）に示された条件では、正しくえさ場の方へ飛んで行きません。従って、正解は②となります。
Ⅳ－問9：実験2において、近くのなかまのミツバチが受容して、えさ場の方向を容易に認識出来る感覚は触覚です。

従って、正解は④となります。

学習のポイント・アドバイス■
基礎知識となる用語や数値を単なる暗記の対象としてだけではなく、それらの示す意味を深く丁寧に理解する意識で学習
し、問題の読み取りは考え方に柔軟に対応出来る力をつける努力をしましょう。また、教科書の表やグラフをよく理解する
ことが学習に役立ちます。教科書を基盤として作問しますので、教科書をしっかり学習することが大切です。

解答例（一般選抜（Ｂ日程）・生物）

④コ④コ④コ①コ①コ⑤コ
②ケ③ケ①ケ④ケ②ケ①ケ
①ク②ク②ク②ク②ク④ク①ク④ク
③キ①キ④キ②キ③キ③キ②キ③キ
⑥カ⑤カ③カ①カ③カ③カ⑤カ④カ
③オ③オ③オ②オ①オ②オ⑧オ⑥オ
④エ④エ④エ④エ⑥エ③エ③エ④エ
①ウ④ウ⑤ウ⑥ウ②ウ③ウ⑤ウ⑤ウ
②イ③イ①イ③イ②イ②イ①イ①イ
⑤ア③ア④ア⑤ア①ア⑤ア①ア④ア

ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ

選択－2選択－1

2月3日2月2日
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一般選抜（Ｂ日程）化学講評・解答例

講評
出題の意図■
高等学校で学習した内容を正しく理解できているかどうか、さらにそれらを活用できるかどうかを確認します。与えられ
た図やグラフ、問題文の説明などを正確に読み取る力をはじめ、考察力や応用力を問います。実験や観察も重視しています
ので、学校の授業でもこれらに積極的に取り組むとともに、日頃から身のまわりの化学的な事象についても興味を持って調
べる姿勢をもちましょう。
出題範囲は、化学基礎、化学とします。

出題内容・解説■
全体に渡って標準的な内容でした。「2月2日」「2月3日」ともに大問の内容構成は同じでした。Ⅰは小問集合形式で、
化学基礎の領域から基本的な事項の理解を問う問題で、2日とも、主に「物質の構成と化学結合」から出題されました。
Ⅱは化学基礎の領域から、1日目は「物質量と化学反応式」「酸化還元反応」、2日目は「物質量と化学反応式」「酸と塩基
の反応」に関するものでした。Ⅲは無機化学の領域から、「アンモニアの性質と製法」「鉄の反応」、「ハロゲン」「銅の反
応」が、それぞれの日にちで出題されました。Ⅳは有機化学の領域から、1日目は「脂肪族化合物」「芳香族化合物」、
2日目は「アルコールの反応」「有機化合物の分離」からの出題でした。正答率は2日間を通して概ね高い結果でしたが、
定量的な理解をみる計算を含む問題では正答率が低くなる傾向がありました。また、有機化学の領域からの問題については
2日間を通して正答率が低くなりました。正答率の低かった問題で、解けるようになってもらいたい問題を挙げますので、
学習の参考にして下さい。
（1）「物質の成分と構成元素」
「2月2日」Ⅰ問1：抽出についての理解を問う問題
（2）「化学結合」
「2月2日」Ⅰ問7：基本的な化学物質の性質についての理解を問う問題
「2月2日」Ⅰ問8：金属および合金についての理解を問う問題
「2月3日」Ⅰ問7：付加重合についての理解を問う問題
（3）「物質量と化学反応式」
「2月2日」Ⅱ（Ａ）問4：炭酸水素ナトリウムの加熱反応についての定量的な理解を問う問題
「2月3日」Ⅱ（Ａ）問4：大理石と塩酸の反応についての定量的な理解を問う問題
（4）「酸化還元反応」
「2月2日」Ⅱ（Ｂ）問3：イオン反応式についての理解を問う問題
「2月2日」Ⅱ（Ｂ）問4：還元剤についての理解を問う問題
（5）「鉄の反応」
「2月2日」Ⅲ（Ｂ）問1：鉄の反応についての定量的な理解を問う問題
「2月2日」Ⅲ（Ｂ）問4：イオン化傾向についての理解を問う問題
（6）「銅の反応」
「2月3日」Ⅲ（Ｂ）問2：金属イオンの性質についての理解を問う問題
「2月3日」Ⅲ（Ｂ）問4：錯イオンについての理解を問う問題
（7）「有機化合物の分離」
「2月3日」Ⅳ（Ｂ）問1：サリチル酸とフェノールについての理解を問う問題
「2月3日」Ⅳ（Ｂ）問3：有機化合物の分離に関する複合的な問題
（8）「アルコールの反応」
「2月3日」Ⅳ（Ａ）問4：構造異性体の理解を問う問題
（9）「脂肪族化合物」
「2月2日」Ⅳ（Ａ）問3：アセチレンに関する理解を問う問題
「2月2日」Ⅳ（Ａ）問4：脂肪族炭化水素の理解を問う問題
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（10）「芳香族化合物」
「2月2日」Ⅳ（Ｂ）問2：異性体についての理解を問う問題
「2月2日」Ⅳ（Ｂ）問4：アルデヒドの性質についての理解を問う問題

学習のポイント・アドバイス■
身の周りの「化学」に目を向けることが学習の出発点です。化学基礎領域で、理論化学の理論と方法をしっかりと学びま
す。教科書を最大限に活用して、単元ごとに原理や法則を正しく理解しましょう。基礎的な事柄を学んだ上で、知識の活用
を意識して、演習問題などに取り組んで下さい。化学領域では、様々な物質の性質や構造に関して、体系的な理解が求めら
れます。複数の事柄を関連付けて理解することに努めましょう。また、化学の基本は実験にありますので、いろいろな化学
実験について、実験操作やその解析方法について整理して理解しましょう。

解答例（一般選抜（Ｂ日程）・化学）

①ク⑥ク②ク⑤ク③ク③ク④ク①ク
⑤キ③キ③キ③キ①キ①キ①キ②キ
④カ①カ④カ①カ④カ⑤カ④カ⑤カ
①オ②オ②オ②オ②オ③オ②オ⑧オ
⑤エ②エ④エ④エ⑤エ②エ①エ①エ
⑤ウ④ウ⑤ウ③ウ②ウ④ウ⑥ウ④ウ
②イ①イ④イ②イ⑥イ②イ②イ③イ
③ア⑤ア③ア④ア④ア⑤ア②ア⑥ア

ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ

選択－2選択－1

2月3日2月2日
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一般選抜（Ｂ日程）英語講評・解答例

講評
出題の意図■
高等学校で学習した英語の基本的な知識や運用力がどの程度身についているかを確認します。複雑な国際化が進んでいる
今こそ「コミュニケーション能力」が必要とされています。ただ会話の内容を考えるだけではなく、話している人たちの立
場やその会話が行われている場面・状況までもしっかり把握することが必要です。会話文特有の表現も使いこなせるように
してください。
以下の項目のさまざまな問題に対応できるように学力を高めましょう。文法、英作文から会話、読解まで、幅広く学習し
ておくことが大切です。長文読解では論旨の展開を的確に読み取る力が必要ですので、ある程度の長さのある英文を、その
段落の論旨は何かということを考えながら読んでいきましょう。
次の①～⑥の項目についてさまざまな設問形式で出題します。
①長文読解（文脈を見据えた内容把握など）
②会話文読解（会話の流れの把握・会話定型表現の知識など）
③発音・アクセント
④文法・語彙・語法
⑤英語表現（語句整序）
⑥会話表現（短い会話の完成）

出題内容・解説■
出題日ごとに、正答率が低いものを中心に、解答のポイントを解説します。

「2月2日」
Ⅰ・問2－（ｄ） 正解は④。「すべてのティーンエイジャーが、明白な理由で家出するわけではない」という文章は、5

パラグラフの最終文、「ティーンエイジャーが家庭での虐待から自由になりたいという願望は理解できる一方で、家出
の動機がそれほど明白でないケースもある」と合致しています。多くのみなさんが選ばれた③は、「ティーンが家出す
るいちばんの理由は、精神疾患である」という意味です。もっともよく言われる理由として、「家庭の問題」が挙げら
れています（5パラグラフ2つめの文）。精神疾患が直接的な原因である、ということは、どこにも記述がありません。

Ⅳ・問1－3 語句の並べ替え問題です。“I think ③all ④the player ①needs ⑤is ②experience”.となります。有名な
クリスマスソングにある、“All I want for Christmas is you”と同じ形ですよね。

「2月3日」
Ⅰ・問1－（イ） 正解は③。リモートワークについて、「しかしオンライン会議というものが、仕事を成功に導くのに最

適の環境を与えているかどうかは、まだ明確になっていない」とあり、そのあと「多くの雇用者が、まずは自宅で仕
事をする自由を謳歌している一方で、こうした孤立は、長い目で見れば、精神衛生に悪影響を及ぼすかもしれない」
と続きます。この2つの文章は、どういう関係でしょう。みなさんの多くは④For exampleを選ばれましたが、2つ
めの文章は最初の文章の「例」ではありません。「オンラインでの話し合い」が仕事を成功に導くかどうかの不透明性
と、2つめの文章の、「孤立が心の健康に悪影響を及ぼす可能性」とは、少し別のタイプの話であり、Furthermore、
「そのうえ」、でつなぐのが最適でしょう。

Ⅲ・問3－1 正解は③。Don’t spoil your children、「子どもを甘やかさないで（甘やかして駄目にしないで）」です。
By以下、「手助けをしすぎることによって」です。みなさんの多くは blameを選ばれました。普通は、blame［人］
for…で、for以下のことで人をとがめる、非難する、となります。

Ⅲ・問4－1 正解は④。Live in poor（形容詞）ではなくて、Live in poverty（名詞）、となるべきところです。
Ⅲ・問4－2 正解は③。Put off itではなく、put it off。Itの位置に気をつけましょう。
Ⅲ・問4－3 正解は④。A fake newsとありますが、newsは不可算名詞ですので、aという不定冠詞は付けられません。
Ⅳ・問1－5 語句の並べ替え問題です。“The car accident caused ③many buses ②to ④be ⑤delayed ①for a long

time”.となります。Cause＋目的語＋to doで、「…に（意図せずに）…させる」という意味になります。
Ⅳ・問2－1 正解は②。Kotaroが3枚の絨毯について意見を求めています。Timが何か言ったあと、「でも緑色のやつ

は場所を取りすぎるかもね？」と言いますから、「どれでもいいと思うけど」を前に置くのが最適でしょう。みなさん
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の多くは③を選びましたが、「緑のやつはより大きいかもしれない」だと、まず、3枚の話をしていますから、bigger
という比較はあまり論理的ではありません。そして、そのあとで「でも、緑のは場所を取りすぎるかも」と、最初の
発言と「対立」することを言っていますから、辻褄が合いません。

学習のポイント・アドバイス■
文章を論理的に読む力をつけたいです。この力をつけるのはとても難しく、時間もかかります。日頃から、日本語・英語

（あるいは別の言語でも）を問わず、さまざまな種類の本や、新聞記事を読む時間を惜しまずに取ることが、論理的に読む
力をつける第一歩です。この力がつけば、長文問題のみならず、会話文を完成させる問題などにも、よりうまく対応するこ
とができるでしょう。

解答例（一般選抜（Ｂ日程）・英語）

②ト④ト
④テ①テ
①ツ②ツ
③チ③チ
②タ①タ
④ソ①ソ
③セ③セ
④ス①ス

④シ①シ③シ④シ
②サ②サ④サ②サ①サ②サ
⑤コ③コ①コ②コ②コ③コ
②ケ②ケ②ケ④ケ③ケ②ケ
⑤ク④ク④ク⑤ク③ク④ク
①キ③キ④キ③キ①キ②キ②キ②キ
③カ③カ④カ④カ⑤カ②カ③カ①カ
⑤オ②オ③オ②オ④オ④オ①オ③オ
①エ①エ②エ②エ⑤エ③エ④エ③エ
②ウ③ウ①ウ①ウ②ウ②ウ①ウ④ウ
⑤イ②イ①イ③イ⑤イ④イ④イ①イ
④ア②ア③ア②ア①ア①ア②ア②ア

ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ

英語－2英語－1

2月3日2月2日
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講評

■出題の意図
高等学校で学習した英語の知識や運用力がどの程度身についているかを確認することが本試験の目的です。文法・英作
文・会話文・読解まで、幅広く学習しておくことが大切です。複雑な国際化が進んでいる今こそ「コミュニケーション能
力」が必要とされています。ただ会話の内容を考えるだけではなく、話している人たちの立場やその会話が行われている場
面・状況までもしっかり把握することが必要です。会話文特有の表現も使いこなせるようにしてください。
長文読解では論旨の展開を的確に読み取る力が必要とされます。ある程度の長さのある英文を、論旨は何か、主題は何か
ということを、段落ごとに区切って、考えながら読んでいきましょう。
次の①～⑥の項目についてさまざまな設問形式で出題します。
①長文読解（文脈を見据えた内容把握など）
②会話文読解（会話の流れの把握・会話定型表現の知識など）
③発音・アクセント
④文法・語彙・語法
⑤英語表現（語句整序）
⑥会話表現（短い会話の完成）

■出題内容・解説
正答率が低いものを中心に、解答のポイントを解説します。

「3月5日午前」
ⅠＢ・問4 正解は②。「チコは過去に、親戚と一緒にアメリカを旅したことがある」です。チコの二つめのセリフに、

“My uncle took me there when I was in junior high school”（「中学生のとき、おじがそこ（グランドキャニオン）
へ連れて行ってくれた」）とあり、②の文と一致します。多くの皆さんが選ばれた①は、「チコとパットは一緒にどこ
かへ旅する計画を立てている」ですが、本文を読むと、チコ本人がどこへ行きたいか、という点に焦点が当たってお
り、一緒に旅する計画のようには聞こえません。③の、「パットは、チコにもっと自然の中で過ごすよう勧めている」
を選んだ人も多かったのですが、そもそもチコは最初に「典型的リゾートとかパーティースタイルの旅には興味がな
い」と言っており、むしろ自然の方に興味があることを暗示しています。それに対してパットが、「私もそういう環境
（リゾート・パーティー風）は好きじゃない」、とチコに同意していますから、自然の方を「勧めている」わけではあ
りません。

「3月5日午後」
ⅠＢ・問3 正解は①。下線部、“I don’t think I have it in me to live in another country”は、「外国で暮らせるとは

思わない」という意味です。Have it in 人（to do）で、「（…する）能力がある」。①は「ジョージは外国に移り住む
（move）ことができるとは思わない」ですから、一致しています。多くの皆さんが選ばれた③は、「ジョージには海外
旅行をする自信がない」という意味で、「海外旅行」と「外国で暮らす」ことは別ですね。

Ⅱ・問1�1 正解は④。Buildingの uiは /ɪ/です。同じ音は、womenの oの部分です。「ウィミン」、といった感じの発
音です。正しい発音を知っておくべき単語ですので、これを機会にぜひ覚えておきましょう。

Ⅱ・問4�2 正解は①。間違いを見つける問題です。“We reached to the top of the mountain…”とありますが、この
場合の reach（「到着する」）は他動詞ですので、toという前置詞は不要なのです。目的地などに「到着する」という
意味の場合、他動詞であることを、覚えておきましょう。また、「届く」という意味で、さまざまな他動詞の用法があ
ります。例えば、“Can you reach the top shelf?”ですと、「いちばん上の棚に手が届く？」となります。便利な表現
ですよね。さらに、“The news reached me yesterday”は、「その知らせはきのう届いた」という意味です。一方、
自動詞の reachもありますが、「［手などを］伸ばす」という意味で主に使います。例えば、“She reached over and
picked up her bag.”「彼女は手を伸ばして鞄を取った」のように使います。

EDIAN 2025．04．24－2
2025年度 入試問題集
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講評・解答例 一般選抜（Ｃ日程）英語
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■学習のポイント・アドバイス
動詞には、他動詞と自動詞があります。日本人の英語学習者がつまずきやすい点ですが、これを見分けることはとても大
事です。例えば reachという動詞について、どういう意味のときに他動詞、あるいは自動詞になるのか、例文と一緒に理解
し、頭に入れるようにするといいでしょう。間違えやすい動詞はわりと限られていますから、まとめて覚えておくのも一案
です。そのときに役に立つのが英和辞書です。辞書で動詞を引けば、他動詞、自動詞と分けて、とてもわかりやすく説明さ
れていますし、例文もたくさん載っていますから、ぜひ活用してください。

解答例（一般選抜（Ｃ日程）・英語）

3月5日午前 3月5日午後

英語・選択－1 英語・選択－2

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
ア ④ ア ③ ア ③ ア ④
イ ③ イ ① イ ① イ ②
ウ ② ウ ④ ウ ③ ウ ②
エ ④ エ ② エ ① エ ③
オ ② オ ④ オ ② オ ②
カ ③ カ ③ カ ① カ ④
キ ① キ ① キ ④ キ ①
ク ② ク ② ク ② ク ③
ケ ② ケ ① ケ ② ケ ①
コ ① コ ③ コ ④ コ ①
サ ③ サ ④ サ ① サ ①
シ ④ シ ② シ ① シ ⑤
ス ② ス ① ス ③ ス ④

セ ④ セ ①
ソ ② ソ ②
タ ② タ ①

EDIAN 2025．04．24－2
2025年度 入試問題集
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講評

■出題の意図
高等学校で学習した内容を正しく理解できているかどうか、さらにそれらを活用できるかどうかを確認します。出題範囲
の各単元から幅広く、基礎的な問題と応用力が必要な問題を出題します。さまざまな定理や公式を確実に理解するとともに、
意味や考え方を大切にし、それらを適切に使えるように練習を十分に積んでおいて下さい。また、題意を正確に把握する力
と確かな計算力も求められます。
出題範囲は、数学Ｉ、数学Ａ（「数学と人間の活動」を除く）とし、主に、以下の内容を確認する問いを出題します。
①さまざまな定理や公式の理解
②問題に対して定理や公式を適用する力
③題意を把握し、問題を整理する力
④確かな計算力
解答方法は、選択肢から答えを選ぶものではなく、解答欄の形式に合わせて数字や記号を当てはめていく方法です。

■出題内容・解説
全体に渡って標準的な問題が出題されました。各単元において、基本的な事柄の理解を問う問題では正答率が概ね高い結
果となりました。正答率の低かった問題の中で、解けるようになってもらいたい問題を以下に挙げますので、学習の参考に
して下さい。
（1）「数と式」
概ね正答率の高い結果となりました。平方根の値を評価する問題では正答率がやや低い結果となりました。
「3月5日午前」Ⅰ［Ａ］（4）：平方根の値を評価する問題
（2）「2次関数」
図形の表現力を要する複合的な問題や、定義域に文字定数が含まれる場合の最大値、最小値を求める問題では正答率が低
い結果となりました。
「3月5日午後」Ⅱ（2）：図形の表現力を要する複合的な問題
「3月5日午後」Ⅱ（4）：定義域に文字定数が含まれる場合の最大値、最小値を求める問題
（3）「図形と計量」「図形の性質」
いくつかの条件を正しく読み取り、それらを組み合わせて解いていく複合的な問題では正答率が低い結果となりました。
「3月5日午前」Ⅱ（3）：図形の性質を正しく読み取りながら解いていく問題
「3月5日午後」Ⅱ（4）：メネラウスの定理を活用する問題
（4）「場合の数と確率」
概ね正答率の高い結果となりました。条件付き確率を求める問題では正答率がやや低い結果となりました。
「3月5日午後」Ⅰ［Ｂ］（4）：条件付き確率を求める問題

■学習のポイント・アドバイス
各単元における基礎的な問題を解くことができることはもちろん、単元をまたぐ複合的な問題にも対処できる力が必要で
す。公式や解法パターンの暗記にとどまらないように、意味や考え方を大切にして下さい。また、問題場面から条件を整理
して、公式や定理などを適切に用いて解決できるような力をつけて下さい。図形の問題では、問題に則した図を正しく描け
ることや適切な補助線を引くことが重要になりますので、日頃からしっかりと練習しておいて下さい。さらに、問題を最後
まで解ききる確かな計算力もつけて下さい。

講評・解答例 一般選抜（Ｃ日程）数学
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解答例（一般選抜（Ｃ日程）・数学）

3月5日午前 3月5日午後

英語・選択－1 英語・選択－2

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
ア 4 ア 6 ア 2 ア 2
イ 4 イ 0 イ 5 イ 1
ウ 4 ウ 1 ウ 5 ウ 1
エ 1 エ 0 エ 5 エ 2
オ 7 オ 3 オ 5 オ 5
カ 1 カ 0 カ 5 カ 2
キ 5 キ 2 キ 4 キ 5
ク 3 ク 5 ク 2 ク 1
ケ 3 ケ 8 ケ 3 ケ 2
コ 4 コ 3 コ 2 コ 1
サ 8 サ 5 サ 1 サ 2
シ 1 シ 8 シ 3 シ 7
ス 2 ス 3 ス 1 ス 6
セ 2 セ 5 セ 1 セ 2
ソ 5 ソ 3 ソ 1 ソ 1
タ 3 タ 2 タ 5
チ － チ 5 チ 1
ツ 9 ツ 3 ツ 1
テ 2 テ 1 テ 5
ト 1 ト 2 ト 2
ナ 1 ナ 2 ナ 3
ニ 3 ニ 5 ニ 3
ヌ 6 ヌ 3 ヌ 0
ネ 3 ネ 1 ネ 3
ノ 3 ノ 2 ノ 1
ハ 2 ハ 0
ヒ 9 ヒ 5
フ 6 フ 9
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講評

■出題の意図
国語においては、基礎学力の確認を目的として出題します。日ごろの学習を着実に積み重ねておけば取り組める標準的な
問題ですから、語句の知識を身につけ、文章の論理展開を丁寧におさえて読み取る練習を積み重ねればよいでしょう。
①【漢字の知識】常用漢字（一部常用外）の書き取り・読み、および常識として知っておいてほしい読み
②【語句の知識】慣用表現、語句の意味など
③【文脈を読み取る力】指示内容、接続語、文中の言い換え、内容・理由などの理解
④【広く文脈を読み取る力】論理展開、筆者の主張や内容、趣旨合致など、文章全体の理解

■出題内容・解説
2025年度入試Ｃ日程の問題から特に正答率の低かった問題を中心に取り上げて解説してゆきます。なお、Ｃ日程は午前と
午後で2問ありましたが、いずれもよく解答できていました。
●「3月5日午前」
問二（う）「ソウダイ」と同じ漢字を含むものを選択する問題で誤答が目立ちました。「ソウダイ」は「壮大」と書くので
正答は②「ヒソウ（悲壮）」ですが、①「ソウゴン（荘厳）」とする解答が多かったです。「壮」と「荘」は形は似ています
が異なる漢字ですから、混同しないように気を付けましょう。また、②「ヒソウ」を「悲愴」と考えて避けたとも考えられ
ますが、「悲壮」と「悲愴」は別語で、「悲壮」は悲しい中にも勇ましさがあることを指すのに対し、「悲愴」は悲しく痛ま
しいさまを指します。②には「ヒソウな決意を称える」とあるので「悲壮」を思い浮かべるべきです。漢字だけでなく同音
異義語にも十分に注意して学習しましょう。
続いて問八の傍線部（2）「功利主義の根底にあるこの『配慮の平等主義』」とはどういうことかを答える問題も正答率が
高くありませんでした。傍線部内に「この」という指示詞がありますから、傍線部と関係する内容がこれより前に書かれて
いることが分かります。そこで直前の1文を見ると、功利主義ではお金持ちか貧しい人か、肌の色は何か、男か女かといっ
た違いを問わず「誰の幸福であれ無差別平等」に扱うことが説明されています。こうした内容に合致するのは、「属性によ
る欲求の違いを無視した平等を前提」と説明している③です。指示詞が出て来た際には、それが何を指すのか注意しながら
文章を読む習慣を身につけておきましょう。
●「3月5日午後」
問四のうち空欄 Ⅲ に入る適当な語を選ぶ問題で誤答が多かったです。空欄 Ⅲ の前の文では、「平等」という理想と

「自由」という理想で目指すところが真逆に見えることが述べられており、空欄 Ⅲ の後では、両者の背景に共通すると
ころがあったことが補足的に説明されています。そのため空欄 Ⅲ に入るのは、逆接的に内容を補説する⑦「ただし」と
なります。「ただし」と似た使われ方をする⑧「しかし」と迷ったかもしれませんが、「ただし」と比べてよりシンプルに逆
接を示す「しかし」は、ここより前の空欄 Ⅰ において解答すべきものでした。
また、問五の空欄 Ｃ に入る語を選ぶ問題も正答率が良くありませんでした。空欄 Ｃ の前の段落では、コロナ禍に
おいて強力な都市封鎖が行われず、それが「『民主主義』と『自由』の勝利として称賛されてきた」日本の状況が説明され
ています。そして空欄 Ｃ の後では、単に国家が無力で都市封鎖がなされなかったのではなく、「経済発展を推し進める
という強い意向のもと…都市封鎖を拒否」したのではないか、「国家の無力ではなく、むしろ死のなかに私たちを放置する
国家的な力の強力な発動がみられた」と述べられています。空欄 Ｃ には、都市封鎖をしないことによって経済発展を推
し進めようとする国家の姿勢を許容した日本の状況を説明する語が入るため、④「追認」が正解です。③「示唆」という解
答が多く見られましたが、「それとなく教え示す」ことを意味する「示唆」は上記の文脈にそぐわないでしょう。「示唆」は
評論文でよく使われる語ですから、どういった意味なのか把握しておきましょう。

■学習のポイント・アドバイス
現代文の出題では、現代社会が形成されるまでの動向を分析したものや現代社会における重要な問題を扱ったものを多く
採用しています。教科書や参考書に掲載されている文章だけでなく、新聞の社説・論説や新書の類いなどにも広く触れ、さ
まざまなテーマの文章を読んでおくようにしてください。
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解答例（一般選抜（Ｃ日程）・国語）

3月5日午前 3月5日午後

英語・選択－1 英語・選択－2

Ⅰ Ⅰ

ア ④ ア ②
イ ⑤ イ ②
ウ ⑤ ウ ②
エ ① エ ⑤
オ ② オ ①
カ ④ カ ④
キ ③ キ ③
ク ③ ク ②
ケ ② ケ ④
コ ④ コ ⑤
サ ② サ ⑧
シ ③ シ ④
ス ④ ス ⑦
セ ⑧ セ ①
ソ ① ソ ④
タ ③ タ ③
チ ⑤ チ ④
ツ ③ ツ ⑤
テ ④ テ ④
ト ③ ト ①
ナ ③ ナ ②
ニ ② ニ ③
ヌ ① ヌ ④
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